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1．は じめ に

　2005年 3 月か ら 9 月隶まで ，名古屋 市北東部の 丘 陵地帯で 開催 された 日本万国博覧会 （愛知万

博）で は，北 シ ベ リア 産 の マ ン モ ス （ユ カ ギ ル マ ン モ ス ） の 生体標本 が 展示 され て い る．こ の マ

ン モ ス に つ い て は，国内外の 関係 者に よ り様 々 な科学 的分析 に基づ く総合研 究が 推進 され て い る

と こ ろ で あ る．名古屋大 学年代測定総合研究 セ ン ター
で は ， 加 速器 質量分析 法に よる放射性 炭素

（
MC

）年代測定法を用い て ，ユ カ ギル マ ン モ ス の 年代 に 関す る研究 を進 めて い る （Nakarnura　et　al，

2005）．

　 こ の 愛知 万博の マ ン モ ス 展示 会場 で は 、来場 の 記念 品 と して ，マ ン モ ス 象 の 全 体像 か らで きて

い る装飾品 が市販 され た ．こ の マ ン モ ス 象の 金体像の 素材が ，
マ ン モ ス 象 の 牙材 で ある か を確 か

め る手段 の
一

っ と して ，この 牙材 の
14C

年代測定を実施 した．本報告は，そ の 分析結果の 予 報 で あ

る．

2 ．試料の 調製 と
14C

測定

　 装飾品は ，象牙 様 の もの を削 っ て マ ン モ ス の 全体像 が作 られ て い る ．たて ，よこ ，厚 さがそ れ

ぞれ 25  n × 35  × 3  程脚 ）形状 で ， 重 さは ， 195g で あ っ た ．像 の 緬 には ，鯖 製 の 印材

の よ うな光 沢が ある ．また ， 象牙 の 年輪 に あた る よ うな縞 模様 が 見 られ る とこ ろ もあ る． こ の マ

ン モ ス の 像 は ，作成 され た ばか りで 表面 の 破 損や傷 は 全 く見 られ ない ．像 の 裏面 を，ア セ トン を

キ ム ワ イプ に しませ て表 面 を拭 い たの ち，デ ン タル ドリル を用 い て 年代測 定試料 を刷 り と っ た ．

削 り取 っ た試料 は粉 末状 で ， 約 12mg で あ っ た ．本試 料 の 調製方法 は，中村 ほ か （2003）が 示 して

い る人 歯の 調製 とほ ぼ同様 で ある ．

　粉末試料 を，助燃剤 で ある酸化銅約 500mg と共 に バ イ ロ ール ガ ラス 試験管 に詰 め，真空装置 で

排 気 し て ガ ラ ス 試験管 内の 空気 を完 全に 除去 した ，次 に バ イ a 一
ル ガ ラ ス 管を バ ー

ナ
ー

で溶か し

て 封 じ き り，資料 ，酸化銅 の 入 っ た ガ ラ ス 管を電気炉 で 900℃ に加 熱 して ， 資料を燃焼 して資料に

含まれ る炭素 を全 て 二 酸化炭素に 変 えた ．真 空装置 を用 い て ， 生 成 され た 二 酸化炭素 を分離 ・精

製 し ， 鉄粉末触媒に よる 水素還 元法 で 二 酸化 炭素を グラ フ ァ イ トに 変えた 、グラ フ ァ イ トか ら直

接 の 分析 資料で あ る グラ フ ァ イ トタ
ーゲ ッ トを作成 して ， そ の 炭素同位体組成 （

i
℃ f！2C ，　

Bcf12c
比 〉

を タ ン デ トロ ン 加 速器 質量分析装置 を用 い て 測 定 した （Nakamura 　et　al，2004），試料に つ い て の
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14Cf12C
と標準物質 に つ い て の

！4C
！
l2C

の 比 か ら，
14C

の 半減期 5568 年を用い て ， 試料の
14C

年代 を

算出 した．なお ，こ の 際に ，タ ンデ トロ ン を用 い て 測定 した
13C112C

比 を用 い て ， 試 料及び標準体

の
14Cf エ2C

比 に対 して 炭素 同位体分別の 補正 を行 っ た ．

3　 測定結果

　両試 料 の 種類，試 料量，炭 素の 回 収率 ， δ
BCPDB

，
1
℃ 濃 度，

14C
年代 ，実験 室 番号 を表 1 に示

す．

表 1　 マ ン モ ス の 像 の 年代測定の 結果

試料 の 種類 元 の 試料量 炭素回 叡 最

（回 収 率）

δ
BCp

。9

（％・）

14C
濃度

（R ．〆R ） 91

1
℃ 年代

（BP 士 1σ ）

Lab ＃

マ ン モ ス の 像 の 形

の 装飾品 （象牙 と

され る）

12．00mg1 ．83mg

（15．3％ ）

一25 ± 1G ．OI93 ± 0．000431 ，700 ± 150NUTA2 −9003

注意事項

014C年代値は BP の 単位で 、西暦 1950年か ら過去 へ 遡 っ た年代値 で 示 して あ る．

14C
の 半減期 と し て 、 国際的 に 用 い られ て い る Libbyの 半減期 5568 年 を用 い て

14C
年代値を算出 し た．

O 年代値 の 誤差は one 　sigma （± 10 ； 1 標 準偏差） を示 した ．こ れ は、同 じ条件で測定を 100 回繰 り返 し

た とす ると 、 測定結果が誤差範囲 内に入 る割合 が 68 回であ る事を意味す る．誤差を表示 の 2 倍 （± 20 ；

2 標準偏差） に とると、誤差範囲に入 る割合は 95 回 にな る．

○ δ　
1「’CpDBを用 い て 炭 素同位体分別 の 補 Eを行 い た．すなわち ，

　Conventional　
14C

　age （1司位体分別補正
14C

年

代）で あ る．

　象牙 とされ る粉 末試 料か らの 炭素 の 収 率は 15．3％ と，やや 小 さい が ，池田
・中村 （2001） が得

た値 （17．9％，17．5％） と調 和的で あ る，また ，通常 の 歯牙 コ ラ
ー

ゲ ン か らの 炭素収 率 （象σ）牙 か ら

抽 出 した純粋 な コ ラー ゲ ン に つ い て は，40％ に 近 い 収率が 得 られ て い る （池 田 ・中村，2000））

に比 べ て低 か っ た ．

　炭 素安 定同位体 比 δ　
13cp

］コB は一25± 1％。 と得 られた ．これ は ，草食動物 で あ る象の 牙 の 値 と して は

調和 的な値 で ある，

　
NC

年代 は，31
，
700 ± 150　BP と得 られ た ． ロ シ ア の シ ベ リア地域で見 つ か っ て い る マ ン モ ス に つ

い て ，こ れ ま で得 られ て い る
i4C

年代は，図 1 に示 すよ うに幅広 い 分布 を示 して い る （Vasil
’
chuk 　et

al，1997）， こ れ ら の 値 と矛盾する も の で は ない ，なお ， 愛知万 博にて 展示 され て い る ユ カ ギル マ

ン モ ス の
王4C

隼代は ，ほ ぼ 18，300BP と得 られ て お り （Nakamura 　et　al，2005） ，
ユ カ ギル マ ン モ ス

とは 生存時期が異な る こ とに な る．
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14C 　 age 　of　Mamrleth 　 sample
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黶 1　 ロ シア シ ベ リア 地城 の マ ン モ ス の
14C

年代

4 ．ま とめ

　マ ン モ ス 象 の 金体像が 削 っ て ある素材 に つ い て
14C

年代測 定を行 っ た結果 ，西 暦 1950 年か ら遡

っ て 約 32，000 年前の 年 代値 を得た ．こ の 素材が 象牙 で あ るこ とを ，
！4C

年代測定か ら断定す る こ と

は で きない ． しか し， これが象牙 で あ る とすれ ば，間違い な くマ ン モ ス の 牙 で あ る こ とが
14C

年代

値 か ら結論 で き る，また ，
こ の 全体像の 表面 をよ く観察す る と，牙特有の 年輪模様の よ うな もの

が見受 け られ るこ とか ら，象牙 で ある可能性 は高い と判 断す る．
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Radiocarbon dating with  accelerator  mass  spectrometry

         ofomament  made  from Mammoth  tusk

[foshie Nakatnura' i }, Tomoko  Ohtai ) and  Masarni Nishidai )

1) Center fbr ChroRological Research, Nagoya  University Nagoy&  Japan

('correspondingauthore-maiIinakamura@nendai.nagoya-u,acjp;Phone:+8l-52-789-3082)

   Omaments  made  frein Memnnioth tusk  were  sold  at a souvenir  shop  ef  the 2e05 World

Exposition at Nagakute, Aichi prefecture, Japan. One ofthe  emarr}efits was  
i4C

 dated to know

the age  of  the Matnmeth  tusk by which  the omament  was  made  from.

   The  preparation efthe  sample  foT i4C  dating was  done simply.  The samp]e  was  cleaned  with

acetone  on  its surface,  and  part of' the sarnple  was  scraped  off  from the  sample  surface  with  a

dental drill. About !2 mg  ofthe  samp!e  powder  was  cembusted  to  C02 and  finally converted  to

graphite, whese  carbon  isotopic ratios  (i4C!i2C and  
i3C!i2C)

 were  measured  with  an  accelerator

mass  spectrometry  (AMS) system  at Nagoya  University. From  the measured  car'bon  isotope

ratios, 
i4C

 ages  ofthe  satnples  were  calculated  as 3l,7eO± 150 BR  with  one-sigma  errors.

        The  obtained  age  was  within  the range  ofthe  ages  measured  so  fhr for the marrimoth

samples  collected  fi'em Sibeiiaii Far East in Russia. We  canmot  conclude  definitely by the

available  data at present, but it is most  possibly that the oinament  is made  from Mammeth  tusk.
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